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こんなことがありました（27年度のおもな事業）
地域密着型特老などの整備補助金を増額
一般質問（11月の町長選挙に向けた考えなど５人が登壇）
議会の結束を強め地域復興を促進～伊達郡町議会議員大会～
傍聴者からの声「質問事項の資料が配られわかりやすい」

１０月２日、復興支援も兼ね、８人のオリンピック選手が子どもたちと交流しました。
メダリストと運動して子どもたちも楽しそう！（オリンピックデーフェスタinくにみ）
１０月２日、復興支援も兼ね、８人のオリンピック選手が子どもたちと交流しました。
メダリストと運動して子どもたちも楽しそう！（オリンピックデーフェスタinくにみ）

スポーツを通じて子どもたちに笑顔をスポーツを通じて子どもたちに笑顔を

文化センターホールを改修
改めて町の文化振興の拠点となる
（平成２７年度決算を認定）

9月定例会
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歳　入　　126億81万円

依存財源依存財源
106億684万円

84.2％
106億684万円

84.2％

自主財源自主財源
19億9397万円

15.8％
19億9397万円

15.8％

地方交付税
23億7714万円  18.9%

その他の自主財源
1億4673万円  1.2%

使用料・手数料
1億534万円  0.8%

繰入金・繰越金
8億1846万円  6.5%

町税
9億2344万円  7.3%

その他の依存財源
2億4992万円  2.0%

町債（借金）
9億9803万円  7.9%

国県支出金
69億8175万円  55.4%

（うち除染対策分）
　56億6355万円  44.9％

（うち東電賠償分）
　1380万円  0.1％

（うち災害復旧分）
   5863万円  0.5%

町の収入でまかないきれない分
を国が交付、再配分するもの

給食費や町税の延滞金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、町たばこ
税など

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や保育所・幼稚園の
使用料など

歳　出　　118億8621万円
人件費
11億1972万円  9.4%

（うち職員給与）
 6億1490万円  5.2%
扶助費
3億5322万円  3.0%

公債費（借金返済）
6億3745万円  5.4%

普通建設事業費
16億1018万円  13.6%

災害復旧事業費
8億8190万円  7.4%

その他
7億4048万円  6.2%

補助費等
8億9291万円  7.5%

（うち除染など
　原発災害対策関連費用）
　46億3993万円  39.0％

維持補修費
3686万円  0.3%

物件費
56億1349万円  47.2% （うち除染など

　原発災害対策関連費用）
　2億4531万円  2.1%

（うち除染など原発災害対策関連費用）
　7億1781万円  6.0%

議員、正職員、嘱託職員の給与など

障害者福祉の費用や児童手当など

借入金の元金と利子の返済

住宅・事業所等の除染費用など

公共施設や町道などの補修費用

藤田病院や消防組合、ゴミ処
理組合の負担金など

特別会計への繰出金など

道の駅や仮置場の整備費用など

道路除染や庁舎建設の費用など

一般的経費

義務的経費義務的経費
21億1039万円

17.8％
21億1039万円

17.8％

投資的経費投資的経費
24億9208万円

21.0％
24億9208万円

21.0％
72億8374万円

61.2％
72億8374万円

61.2％

センターホールを改修
町の文化振興の拠点となる

一般会計歳出  118億8621万円
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初めてのキッズフェスティバルも文化センターで開催されました

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
１
２
６
億
81

万
円（
前
年
比
13
・
０
％
増
）、

歳
出
総
額
１
１
８
億
８
６
２
１

万
円（
前
年
比
12
・
６
％
増
）と

な
り
、
翌
年
度
に
繰
越
す
事
業

の
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
５
億
５
２
３
１
万
円（
前

年
比
15
・
８
％
増
）の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
事
業
は
、
道
の
駅
の

整
備
や
、
除
染
対
策（
仮
置
場
の

管
理
・
整
備
、
住
宅
な
ど
の
除

染
、
除
去
土
壌
の
搬
出
）の
本
格

的
な
推
進
、
老
朽
化
に
伴
う
中

学
校
外
壁
工
事
、
役
場
機
能
移

転
で
震
災
後
使
用
不
可
と
な
っ

て
い
た
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

の
改
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
地
方
創
生
や
歴
史
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
推
進
な
ど
主
要

事
業
が
控
え
て
い
る
た
め
、
さ

ら
な
る
財
源
確
保
と
歳
出
削
減

な
ど
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た

財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

自
主
財
源
の
中
心
と
な
る

町
税
は
前
年
比
２
１
４
６
万
円

増
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
、
庁
舎
建
設
に
よ
る
震

災
復
興
特
別
交
付
税
の
減
少
に

　
９
月
議
会
定
例
会
は
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
９
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
平
成
27
年
度
決
算
認
定
や
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
補
助
金
な

ど
を
増
額
す
る
補
正
予
算
、
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
条
例
制

定
な
ど
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
７
項
目
に
わ

た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

歳

入

よ
り
前
年
比
２
億
９
５
８
４
万

円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費（
人
件
費
な

ど
）は
前
年
比
１
億
６
４
８
４
万

円
増
、
投
資
的
経
費（
災
害
復
旧

費
な
ど
）は
４
億
２
３
２
３
万
円

減
、
そ
の
他
の
経
費（
積
立
金
な

ど
）は
１
億
６
９
３
９
万
円
減
と

な
り
ま
し
た
。
原
発
災
害
対
策

費
用
は
、
住
宅
除
染
の
最
終
年

■平成27年度特別会計決算状況
会 計 名 歳入総額 歳出総額

公 共 下 水 道 事 業 2億3637万円 2億3278万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億1616万円 1億1488万円
国 民 健 康 保 険 14億6100万円 13億8135万円
介 護 保 険 10億6724万円 10億3972万円
土 地 開 発 事 業 4583万円 4446万円
渇 水 対 策 施 設 785万円 756万円
大 木 戸 財 産 区 142万円 141万円
入 山 財 産 区 19万円 16万円

■平成27年度水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億6294万円 2億2455万円
資 本 的 収 支 6652万円 1億2024万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高
会 計 名 平成27年度 平成26年度

一 般 会 計 63億1050万円 58億7400万円

下水道 16億9048万円 17億4002万円

合　計 80億98万円 76億1402万円

■主な基金年度末現在高
基 金 平成27年度 平成26年度

財 政 調 整 基 金 8億5304万円 8億5161万円
復興基金（平成２６年度新設） 6738万円 1億5002万円

東日本大震災復興(支援)交付金基金 3234万円 8403万円
ふれあい福祉基金 1億5197万円 1億5197万円

歳

出

文化9月
定例会

改めて

度
と
な
っ

た
こ
と
か

ら
、
26
年

度
よ
り

15
・
２
億

円
増
加
し

56
・
６
億

円
と
な
り

ま
し
た
。

平成27年度決算
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9億3520万円

ありました
したおもな事業

老朽化に伴い、県北中学校の外壁などを改修しました。

義経まつりや阿津賀志山ビッグツリー、桜まつりなど
を実施しました。

大震災後に仮庁舎として利用されていた文化セン
ターを改修しました。

イルミネーション、キャンドルパーティーを実施し
ました。

5092万円

1047万円

4997万円

434万円

県北中学校外壁等改修

まちづくり推進事業

文化センターの改修

明日へ。復興・きずな
イルミネーション事業 

道の駅建設に関する造成工事や外構工事などを行い
ました。

（28年度工事のようす）

道の駅の整備
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安心できる生活環境を取り戻すため、住宅や空き地
除染のほか、除去土壌等の搬出なども行いました。

除染と仮置場の整備管理・
除去土壌等の搬出

こんなことが
平成27年度に実施

再生エネルギーとして、新たに太陽光と蓄電池を設
置しました。

木々を守るため、松くい虫の防除を行いました。

集落活性化のワークショップやプレミアム商品券の
発行など町の活性化を目指しました。

旧大木戸小学校を歴史資料館に改修しました。

1億1577万円

2576万円

8364万円

2503万円

太陽光・蓄電池の設置
（観月台文化センター・県北中学校）

松くい虫防除

地方創生の推進
（消費喚起・先行型を含む）

旧大木戸小学校の活用

56億6263万円
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平
成
27
年
度
決
算
認
定

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

道
の
駅
建
設
工
事
の

前
払
金
が
5
億
７
３
２
６
万
円

あ
る
。
建
築
確
認
申
請
が
お
り

て
い
な
い
中
で
入
札
が
な
さ

れ
、
議
決
後
に
建
築
確
認
申
請

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
通
常
も

こ
の
よ
う
な
順
序
な
の
か
。

建
設

課
長
　

町
と
し
て
は
、
設
計

書
を
も
と
に
積
算
し
て

も
ら
う
。
確
認
申
請
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
発
注
は
可
能
で

あ
る
。
昨
今
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
と
い
う
方
法
も
あ
り
、設
計
・

工
事
を
含
め
た
発
注
方
法
も
あ

り
、
問
題
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

住
宅
使
用
料
の
収
入

未
済
額
に
、
滞
納
額
で
２
０
０

万
円
を
超
え
る
も
の
が
１
件
、

１
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
が

2
件
あ
る
。
条
例
に
は
、
家
賃

滞
納
者
を
出
さ
な
い
、
初
期
の

滞
納
額
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

あ
る
が
、
２
０
０
万
円
に
も
達

す
る
も
の
は
条
例
に
反
す
る
も

の
な
の
に
、
な
ぜ
条
例
通
り
に

進
め
な
い
の
か
伺
う
。

建
設

課
長
　

住
宅
管
理
条
例
の
第

41
条
で
は
、
家
賃
を
3

か
月
以
上
滞
納
し
た
時
に
つ
い

て
町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
義
務
規
定
で
は
な

い
。
悪
質
な
滞
納
な
の
か
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
の
か
を
踏
ま

え
、
分
納
に
よ
る
対
応
な
ど
に

よ
り
、
債
権
管
理
本
部
を
中
心

に
各
課
と
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
一
概
に
突
き
放
さ
ず
、
公

営
住
宅
の
本
旨
に
基
づ
き
、
住

民
の
福
祉
も
含
め
て
調
整
を

し
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
よ
う
も

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
調
停

さ
ら
に
は
訴
訟
に
進
む
と
い
う

こ
と
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

町
税
が
２
１
４
６
万

６
千
円
増
え
て
い
る
。
大
き
な

理
由
は
、
除
染
対
策
で
町
内
業

者
を
集
め
て
組
合
を
作
っ
た
こ

と
で
、町
に
働
く
場
所
が
増
え
、

個
人
町
民
税
も
法
人
町
民
税
も

増
え
た
こ
と
に
よ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
町
で

は
0
・
3
を
切
る
財※

政
力
指
数

に
な
っ
て
い
る
。
収
入
以
上
に

人
件
費
な
ど
の
必
要
経
費
が
増

え
て
い
る
た
め
だ
と
思
う
が
、

そ
の
要
因
を
伺
う
。

総
務

課
長
　

町
民
税
は
増
え
て
い

る
が
、
全
体
の
需
要
額

に
対
し
て
の
収
入
額
が
少
な
い

こ
と
、
平
成
24
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
よ

り
1
億
円
近
く
収
入
が
減
っ
て

い
る
現
状
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

庁
舎
の
建
設
も
含
め
て
公
債
費

の
残
高
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
地
方
創
生
な
ど
財
政
需
要

が
震
災
前
よ
り
増
加
を
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
。

　
平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
認
定
は
、一
般
会
計
ほ
か
9
件
す

べ
て
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
お
も
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

確
認
申
請
前
に
入
札
は

行
わ
れ
る
も
の
な
の
か

財※

政
力
指
数
が
0
・
3

を
切
っ
て
い
る
要
因
は

住
宅
使
用
料
の
滞
納
処
分
は

条
例
通
り
に
進
め
な
い
の
か

※
財
政
力
指
数
と
は

　

地
方
交
付
税
の
規
定
に
よ

り
算
出
し
た
基
準
財
政
収
入

額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除

し
た
数
値
の
過
去
3
年
間
の

平
均
値
。
こ
の
指
数
が
1
に

近
い
ほ
ど
財
政
的
に
余
裕
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
。

健全化判断比率（％）

区　　分 27年度（26年度） 早期健全化基準

実質赤字比率※１ 赤字なし（〃） １5.00

連結実質赤字比率※2 赤字なし（〃） 20.00

実質公債費比率※3 7.0 (8.１) 25.00

将来負担比率※4 62.3 (75.１) 350.00

※１　一般会計と公営事業を除く特別会計の赤字の割合
※2　公営事業を含む全会計の赤字額の合計の割合
※3　収入に対する負債返済の割合
※4　将来支払う見込みの負債割合

質質

疑疑

一
般
会
計
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　各会計の決算書が関係法令に準拠しているか、財政運営が適正かを主眼とし
て審査をしました。
　その結果、各会計とも黒字を維持しており、計画的な財政執行による収支の均
衡と健全な財政運営が行われていました。
　また、健全化判断比率、資金不足比率審査
は、その算定と基礎となる書類が適正に作成
されているかを主眼として実施しました。
　その結果、いずれも適正に行われていまし
た。
　健全化判断比率は、実質公債費比率、将来
負担比率とも前年より下がり、早期健全化基
準を下回っているため、良好な状態です。
　公営企業の経営状況は、水道事業会計、下
水道事業特別会計、土地開発事業特別会計の
いずれも資金不足はありませんでした。（抜粋）

決算審査報告
代表監査委員　佐藤　徳正／監査委員　松浦　常雄

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

監
査
の
意
見
書
を
見

る
と
、
一
般
会
計
の
収
支
の
状

況
は
執
行
率
が
75
・
9
％
で
あ

る
。
予
算
に
対
し
て
25
％
は
執

行
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
が
、
前
年
度
の
事
業
で

多
く
の
仕
事
を
残
し
た
こ
と
に

な
る
の
か
。

総
務

課
長
　

平
成
26
年
度
か
ら
の

繰
越
分
と
平
成
27
年
度

か
ら
の
繰
越
分
の
事
業
が
あ
る

た
め
に
、
執
行
率
が
75
％
程
度

と
な
っ
た
。
ま
た
、
繰
越
事
業

に
つ
い
て
は
事
業
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
。
国
の
補
助
事
業
を

活
用
す
る
場
合
は
、
国
の
2
月

の
補
正
で
補
助
を
も
ら
う
と
、

年
度
内
に
は
完
了
で
き
な
い
。

そ
の
事
業
費
を
財
源
も
含
め
次

の
年
度
に
繰
越
を
し
て
、
事
業

を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

財
政
調
整
基
金
の
年

度
末
残
高
は
約
8
億
５
０
０
０

万
円
で
あ
り
、
十
分
に
町
民
の

要
望
に
応
え
て
い
け
る
規
模
だ

と
思
う
。
財
政
調
整
基
金
を
使

い
な
が
ら
ぜ
ひ
と
も
町
民
の
要

望
に
応
え
る
町
政
を
実
現
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
見
は
。

町
長
　

短
期
的
に
見
る
と
多

い
金
額
だ
が
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
使
え
る
よ
う

に
、
財
政
調
整
基
金
は
最
低
6

億
円
は
確
保
し
て
お
き
た
い
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
町
民
の
目

線
で
安
全
安
心
を
ど
う
担
保
す

る
か
を
考
え
て
お
り
、
余
剰
が

で
き
れ
ば
目
的
基
金
に
積
ん
で

い
る
。
ま
ず
は
町
内
会
な
ど
で

議
論
を
い
た
だ
き
、
要
望
に
回

せ
る
よ
う
な
原
資
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
町

の
未
来
に
向
け
て
、
町
民
が
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

反
対
討
論

（
浅
野
富

男
議
員
）

　

本
案
に
は
道
の
駅
建
設

に
対
し
て
前
払
金
の
支
出

が
あ
る
。
こ
れ
を
執
行
す

る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の

入
札
結
果
に
疑
問
が
残
り

再
入
札
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
道
の
駅

建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て

町
民
は
納
得
し
て
い
な
い

こ
と
、
議
会
に
諮
る
こ
と

な
く
大
幅
な
変
更
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
議

案
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅

建
設
工
事
に
限
っ
て
承
認

で
き
な
い
。

賛
成
討
論

（
佐
藤
定

男
議
員
）

　

道
の
駅
は
ま
さ
に
今
建

設
工
事
中
で
あ
り
、
町
は

入
札
に
始
ま
り
、
一
連
の

行
政
手
続
き
に
お
い
て
公

正
・
適
正
に
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
道
の
駅
の

件
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど

町
長
か
ら
再
度
説
明
も

あ
っ
た
。
先
の
6
月
議
会

の
一
般
質
問
で
も
町
は
丁

寧
な
答
弁
を
し
て
い
る
。

町
民
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は

そ
れ
を
理
解
し
納
得
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

議
案
に
つ
い
て
は
こ
の
問

題
に
関
わ
ら
ず
、
全
事
項

に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

予
算
の
未
執
行
分
は
前

年
度
に
多
く
仕
事
を
残

し
た
こ
と
に
な
る
の
か

財
政
調
整
基
金
を
使
い
な

が
ら
町
民
の
要
望
に
応
え

る
町
政
の
実
現
を
望
む

佐藤徳正代表監査委員より適正
な財政運営であったことを報告

討  

論
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う
こ
と
で
、
総
事
業
費
４
２
５

万
円
の
3
分
の
1
の
金
額
が
国

か
ら
助
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

国
見
の
里
へ
の
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
係
る
補
助
金

と
し
て
92
万
7
千
円
の
計
上
が

あ
る
が
、
導
入
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

自
立
し
て
動
い

た
り
介
護
職
員
が

装
着
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
職
員
が
行
う
入
所
者
の
見

守
り
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ベ
ッ
ド
に
セ
ン
サ
ー
付

き
の
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
入
所
者

の
睡
眠
の
状
態
や
活
動
の
様
子

を
、
居
室
に
行
か
な
く
て
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
事
務
室
の
パ
ソ

コ
ン
上
で
監
視
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
介
護
職

員
の
見
守
り
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
、
セ
ン

サ
ー
付
き
マ
ッ
ト
7
枚
、
監
視

用
パ
ソ
コ
ン
1
台
分
の
構
成
で

あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

地
方
創
生
費
の
１
０

０
０
万
円
の
増
額
は
地
方
創
生

交
付
金
事
業
に
係
る
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
委
託
料
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

こ
れ
ま
で
特
に

6
次
化
商
品
な
ど

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
今
度
は
国
見
そ
の

も
の
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
広

報
戦
略
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
策
定
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
さ

ら
に
は
職
員
も
含
め
て
情
報
発

信
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
研

さ
ん
を
積
ん
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
し
て
い
く
こ
と
を
、
今
回
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
め
て
追
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

歳
入
で
へ
き
地
児
童

援
助
費
の
増
額
が
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
説
明
を
願
う
。

教
育
次
長
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一

部
補
助
金
で
あ
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

元
気
な
産
地
づ
く
り

整
備
事
業
で
１
４
１
万
６
千
円

の
計
上
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
事
業
な
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

共
同
の
組
織
で

ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
更
新
し
た
い
と
い

　
平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
（
第
3
号
）
は
3
億

8
1
8
2
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
96
億
8
7
8
2
万
円
と
す

る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
、地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
補
助
金
に
1
億
8
5
0
2
万
円
や
、
道
の
駅
の

什
器
備
品
購
入
な
ど
も
含
む
開
業
準
備
費
用
1
億
8
0
0
万
円
、

小
学
校
校
庭
改
修
工
事
の
不
足
分
1
8
9
5
万
円
な
ど
で
、
そ
の

財
源
は
補
助
金
や
町
債
（
借
金
）
な
ど
で
ま
か
な
い
ま
す
。

平
成
28
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

地
方
創
生
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
料
の
内
容
は

国
見
の
里
に
導
入
す
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は

元
気
な
産
地
づ
く
り

整
備
事
業
と
は

へ
き
地
児
童

援
助
費
と
は

地
域
密
着
型
特
老
な
ど
の

整
備
補
助
金
を
増
額

質質

疑疑

平成28年度一般会計
補正予算（第３号）の主な内容

【主な事業】
◦地域密着型特老・グループホーム整備補助金� 1億8502万円
◦道の駅の什器備品の購入費用� 6000万円
◦道の駅開業準備のための補助金� 4800万円
◦国見小学校校庭改修の工事費� 1895万円
◦補修工事など町道の維持管理費� 1149万円
◦地方創生推進のための広報アドバイザー委託費� 1000万円
◦その他（観月台公園太鼓橋の補修、町営住宅修繕など）
� 4836万円
� 計　3億8182万円
【主な財源】
◦町債（借金）� 631万円
◦地方交付税� 221万円
◦その他（繰越金・基金繰入など）� 1億6954万円
◦国・県からの補助金など� 2億376万円
� 計　3億8182万円
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問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

教
育
費
委
託
金
に
、

社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
学
校

給
食
の
活
用
事
業
と
し
て
１
４

３
万
2
千
円
の
補
正
が
あ
る

が
、
新
た
な
事
業
と
し
て
取
り

組
む
の
か
。

教
育
次
長
　

こ
れ
か
ら
新
規
に
取

り
組
む
も
の
で
、
社
会

的
課
題
と
い
う
の
は
、
食
品
ロ

ス
、地
産
地
消
と
考
え
て
い
る
。

問
（
志
村
良
男
議
員
）

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
推

進
費
で
備
品
購
入
費
６
０
０
０

万
円
増
額
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
機
器
を
購
入
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

道
の
駅
に
備

え
る
備
品
で
、

直
売
所
に
物
を
並
べ
る
売
台
、

カ
フ
ェ
や
研
修
室
の
テ
ー
ブ

ル
・
椅
子
、
宿
泊
室
の
ベ
ッ
ド

な
ど
の
購
入
費
で
あ
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

職
員
の
超
勤
手
当
が

５
４
８
６
万
９
千
円
増
額
さ
れ

て
い
る
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
も
実

施
し
て
い
て
、
職
員
の
能
力
の

差
も
あ
り
難
し
い
問
題
だ
が
、

総
合
的
に
職
員
同
士
で
ど
う
し

た
ら
残
業
を
少
な
く
で
き
る
か

を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
庁
舎
内
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長
　

復
旧
復
興
の
途

上
で
も
あ
り
、
町

の
魅
力
や
活
力
を
引
き
出
す
た

め
に
道
の
駅
整
備
に
加
え
産
品

開
発
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
職

員
の
労
働
密
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
復
旧
復
興
に
対
応

す
る
取
り
組
み
も
あ
と
2
、
3

年
で
終
息
し
て
く
る
と
予
想
さ

れ
る
中
で
職
員
を
増
や
す
こ
と

も
で
き
か
ね
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
超
過
勤
務
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
業
務
量
に
合
わ
せ
て

機
構
改
革
や
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
超
過
勤
務
が
多
い
状
況
を

何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
探
っ
て

い
る
。
縮
減
に
向
け
て
今
後
と

も
鋭
意
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

林
道
整
備
事
業
の
工

事
請
負
費
で
１
３
８
万
４
千
円

の
増
額
が
あ
る
が
、
大
雨
な
ど

で
砂
利
が
流
れ
た
場
合
は
そ
の

都
度
補
正
予
算
を
組
ん
で
事
業

を
行
う
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

今
回
、
林
道
小

畑
線
の
砕
石
を
敷

く
分
で
増
額
を
し
た
。
一
旦
グ

レ
ー
ダ
ー
を
か
け
て
砕
石
を
敷

く
と
、
相
当
強
い
大
雨
が
来
な

け
れ
ば
数
年
は
維
持
管
理
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
車
両
の
通

行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
必
要

最
低
限
の
整
備
で
あ
る
。ま
た
、

予
期
せ
ぬ
大
雨
な
ど
の
災
害
に

よ
る
も
の
は
、
基
本
的
に
補
正

予
算
で
の
事
業
と
な
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

農
地
中
間
管
理
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の

か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

農
地
の
出
し
手

と
受
け
手
を
仲
介

す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
の
行

う
事
業
で
、
遊
休
農
地
な
ど
の

措
置
に
関
す
る
業
務
が
新
し
く

設
け
ら
れ
た
た
め
、
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

道
路
橋
梁
費
の
中
に

町
道
修
繕
工
事
の
増
額
分
が
あ

る
が
、具
体
的
に
ど
こ
な
の
か
。

建
設

課
長
　

ど
こ
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
予
算
が
底
を

尽
き
か
け
て
い
る
た
め
、
緊
急

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
予
算

を
確
保
し
た
。

問
（
村
上
一
議
員
）

　

小
学
校
校
庭
整
備
で

１
８
９
４
万
9
千
円
の
増
額
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
か
。

教
育
次
長
　

校
庭
の
暗
渠
工
事
と

ク
レ
ー
舗
装
を
考
え
て

い
る
。
面
積
は
４
５
２
４
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
活
用
事

業
は
新
た
な
事
業
か

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
費

で
購
入
す
る
備
品
と
は

超
勤
を
減
ら
す
た
め
庁

舎
内
で
の
取
り
組
み
は

農
地
中
間
管
理
事
業
は

ど
の
よ
う
な
事
業
か

大
雨
で
砂
利
が
流
れ
る

度
に
補
正
を
行
う
の
か

町
道
修
繕
工
事
の
増
額

は
ど
の
あ
た
り
の
分
か

小
学
校
校
庭

整
備
の
内
容
は

校
庭
整
備
で
水
は
け
も
改
善
し

活
動
し
や
す
く
な
り
ま
す
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条
例
制
定

（
要
旨
）　

旧
大
木
戸
小
学
校
を

改
修
し
、
新
た
に
国
見
町
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
す
る

た
め
、
そ
の
用
途
や
管
理
な
ど

必
要
な
事
項
を
定
め
る
。ま
た
、

公
益
的
な
使
用
で
な
い
場
合
の

使
用
料
を
定
め
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

は
、
町
の
施
設
と
し
て
管
理
も

町
で
行
う
と
い
う
理
解
で
良
い

か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

文
化
財
関
連
の

展
示
を
す
る
の
で

案
内
・
説
明
を
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。
当
面
職
員
を
配
置

し
、
町
が
管
理
す
る
中
で
運
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

同
じ
く
廃
校
利
用
の

旧
小
坂
小
学
校
は
愛
称
を
公
募

し
て
親
し
み
や
す
い
名
前
で
運

営
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
で
も

愛
称
を
公
募
し
、
親
し
み
や
す

く
入
り
や
す
い
施
設
に
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

利
用
に
つ
い
て

は
地
区
の
方
々
や

歴
史
関
係
団
体
と
相
談
し
、
愛

称
も
現
在
募
集
し
て
い
る
。
地

域
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
よ
り
愛
着
の
持
て

る
施
設
に
な
る
よ
う
考
え
て
い

る
。問

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

オ
ー
プ
ン
は
い
つ

か
。
ま
た
、
文
化
財
の
見
学
は

い
つ
で
も
可
能
な
の
か
。
料
金

は
か
か
る
の
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

施
設
の
利
用
は

10
月
1
日
か
ら
可

能
で
あ
る
。
展
示
物
に
つ
い
て

は
、
展
示
に
要
す
る
時
間
が
か

か
る
た
め
12
月
上
旬
オ
ー
プ
ン

で
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
展
示

物
の
見
学
は
土
日
も
可
能
で
あ

り
、
特
設
展
示
も
含
め
、
自
由

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
料
金
は

か
か
ら
な
い
。
今
回
規
定
し
た

料
金
は
、
個
人
ま
た
は
団
体
が

占
有
し
て
使
用
す
る
と
き
の
料

金
で
あ
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

年
間
何
日
く
ら
い
開

館
す
る
の
か
。
ま
た
、
職
員
は

常
時
何
人
の
雇
用
な
の
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

基
本
的
に
閉
館

日
は
週
1
日
程
度

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
化
財

に
精
通
し
て
い
て
案
内
が
で
き

る
よ
う
な
臨
時
職
員
を
配
置
し

て
対
応
し
た
い
。

町
文
化
財

セ
ン
タ
ー
条
例

旧
大
木
戸
小
学
校
を

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
改
修

施
設
の
管
理
は

町
で
行
う
の
か

施
設
の
オ
ー
プ
ン
予
定
と

見
学
時
の
料
金
は

年
間
開
館
日
数
と
職
員
数
は

愛
称
の
公
募
を
行
い

親
し
み
や
す
い
施
設
に

８月には文化財センターの内覧会が開催されました
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※下記以外の案件は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

松
浦　
和
子

村
上　
　
一

井
砂　
善
榮

佐
藤　
定
男

村
上　
正
勝

渡
辺　
勝
弘

松
浦　
常
雄

阿
部　
泰
藏

浅
野　
富
男

志
村　
良
男

八
島　
博
正

議案第49号　国見町個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

認定第1号　平成27年度国見町一般会
計歳入歳出決算認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者
※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

議案審議
結 果

（
要
旨
）　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独

自
利
用
事
務
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
幼
稚
園
通
園
費
の
助
成

に
関
す
る
事
務
を
追
加
規
定
す

る
。問

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

6
月
の
定
例
会
で
も

事
務
の
追
加
が
あ
っ
た
が
、
今

回
も
同
じ
よ
う
な
理
由
か
。

総
務

課
長
　

前
回
同
様
に
、
必
要

な
事
務
で
あ
る
た
め
、

独
自
利
用
事
務
を
追
加
す
る
も

の
で
あ
る
。

反
対
討
論

（
浅
野
富

男
議
員
）

　

こ
の
個
人
番
号
制
度

は
、
国
民
一
人
一
人
を
番

号
で
管
理
し
、
個
人
の
尊

厳
が
否
定
さ
れ
か
ね
な

い
。
ま
た
、
安
全
上
の
問

題
も
確
立
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

運
用
に
つ
い
て
は
中
止
す

べ
き
も
の
と
考
え
、
本
条

例
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

（
佐
藤
定

男
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
運
営
上
の
整
合
性
の

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る

と
理
解
し
、
本
条
例
に
賛

成
す
る
。

（
要
旨
）　

Ｃ
Ｄ
─
Ⅰ
型
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
式
を
１
６
６
８

万
6
千
円
で
「
株
式
会
社
モ
リ

タ
仙
台
支
店
（
宮
城
県
）」
よ
り

購
入
す
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

ポ
ン
プ
自
動
車
は
ど

の
分
団
に
入
る
の
か
。
ま
た
、

古
い
車
両
は
何
年
使
用
し
た
の

か
。
相
手
方
は
仙
台
市
の
業
者

だ
が
、
福
島
県
に
は
購
入
で
き

る
業
者
が
な
か
っ
た
の
か
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

ポ
ン
プ
自
動
車

を
配
置
す
る
の

は
、
第
1
分
団
第
2
部
（
小
坂

消
防
屯
所
）
で
あ
る
。
古
い
車

両
は
平
成
6
年
式
で
22
年
目
で

あ
る
。
ま
た
、
契
約
の
相
手
方

は
指
名
業
者
2
社
に

よ
る
入
札
の
結
果
、

「
株
式
会
社
モ
リ
タ

仙
台
支
店
」
に
決
定

し
た
。

問
（
村
上
正
勝

議
員
）

　

車
両
の
更
新
は
、

キ
ロ
数
で
は
な
く
経

過
年
数
に
よ
っ
て
行

う
の
か
。
目
安
は
何

年
な
の
か
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

町
の

消
防
車

両
は
、
走
行
距
離
で

は
な
く
経
過
年
数
で

20
年
経
過
し
た
ら
更

新
し
て
き
た
。
た
だ

し
、
複
数
台
の
場
合

は
財
源
の
問
題
も
あ

る
た
め
、
消
防
団
幹

部
会
議
で
協
議
を

し
、
ど
の
車
両
か
ら

更
新
す
る
か
を
決
定

し
て
い
る
。

幼
稚
園
通
園
費
の
助

成
に
関
す
る
事
務
を

追
加
規
定

町
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例

条
例
改
正

そ
の
他

討  

論

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
式
を
購
入動

産
の
取
得

新
し
い
ポ
ン
プ
自
動
車
は

ど
の
分
団
に
配
置
さ
れ
る
の
か

独
自
利
用
事
務
追
加
の

理
由
は

車
両
の
更
新

基
準
は
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町長の行政報告（抜粋）

◦台風7号、9号、１0号の対応については、庁内の対策会
議を開催。大雨・洪水警報発令後は、関係職員を警戒配
備し、避難所の開設を行うとともに、防災無線を活用し、
住民の安全安心を第一に対応した。その結果、１8名の自
主避難者を収容し、大きな被害の発生には至らなかった。
■東日本大震災からの早急な復旧・復興
◦除染対策は、道路、生活圏の森林、水道施設の除染に
取り組んでいる。また、公共施設に埋設保管している除
去土壌等の搬出は、１１か所のうち7か所で作業が終了した。
◦風評被害トップセールス、特産品PR事業では、町特
産の「もも」収穫期に合わせ、首都圏、中部・関西圏、北
海道などで国見ジュニア応援団や青年後継者らとともに、
おいしさや品質の高さをPRした。
◦米の全量全袋検査は、福島県産米の信頼性の回復と食
の安全・安心の確保のため、今年度も引き続き取り組む。
◦あんぽ柿の加工・出荷については、生産目標量を震災前
の80％、１，250トンとし、「福島県あんぽ柿復興協議会」で
最終的な取り組みが確認される。
■安全安心な町政の実現
◦総合防災訓練は、9月１１日に各町内会の避難訓練と上
野台運動公園への輸送訓練を中心に実施。
◦阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策については、国
土交通省では県および沿川市町村と連携して減災対策会
議を設立し、今後5か年で取り組むべき内容を9月中に
は決定する見込み。国見町防災会議でも「地域防災計画」、
「水害ハザードマップ」の見直しを行う。
■活力ある町政の実現
◦9月22日に実施した義経まつりでは、義経役に若手俳
優の佐野岳さんを起用し、静御前・弁慶役の公募には遠方
からも多数の応募をいただいた。
◦道の駅整備事業については、建設工事では、8月末か
ら鉄骨工事を実施し、１0月からは内装工事を予定するな
ど順調に進んでいる。ソフト事業では、道の駅の愛称が
「あつかしの郷」に決定し、8月7日に表彰式を行った。

■思いやりのある町政の実現
◦くにみキッズフェスティバルは、8月7日に観月台文化
センターにおいて町内外からの多くの参加で開催した。
◦くにみももたん広場は、8月１8日に入場者１0万人を達
成し、9月5日には3周年記念セレモニーを行った。
◦国見町食育推進検討委員会は、8月26日に第1回の委員
会を開催し、来年3月までに「国見町食育推進計画」を策
定することとした。
◦森のおもちゃフェスティバルは3年目を迎え、7月１6日・
１7日に開催した。マムフェスタは昨年までのママまつり
をバージョンアップし、7月１7日に開催した。
■町の継続的な維持発展
◦国見町結婚世話やき人は、7月28日に申込みのあった
１0名に対して登録証を交付し、研修会を実施した。
◦国見応援大使は、7月1日にミュージカル俳優の沢木順
さんに、7月30日に演歌歌手の市川由紀乃さんにそれぞ
れ委嘱状を交付した。
◦ヤングカレッジ事業は、8月１5日に旧小坂小学校で国
見町出身の大学生、高校生を対象に開催し、国見町の活
性化を図る観点から意見交換を行った。
◦域学連携では、桜の聖母短期大学との6次化商品の開
発を進め、7月29日には「ももスイーツ」4種類の試食会
をくにみ幼稚園で行った。福島大学と進めている集落活
性化では、3年目の内谷地区に加え第9町内会での調査も
開始し、小坂地区の「まるごと博物館事業」と合わせ、今
後も連携しながらまちづくりを進める。
◦平成27年度の個人県民税収納率は98.46％で、震災の影
響による平成23年度を除き１0期連続で管内トップとなっ
たため、7月20日に個人県民税優良市町村知事感謝状が
贈呈された。
◦貝田地区のほ場整備事業は、実施設計と現地ほ場の境
界測量が行われており、早ければ年内にも一部の面工事
に着手する見込みである。
◦県北中学校外壁等改修工事は、8月末に完了した。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
赤
坂
正
弘
氏
（
内
谷
）

を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

人

事

人
権
擁
護
委
員
候
補

者
に
赤
坂
正
弘
氏

｢私もひと言｣原稿を募集
議会だよりにみなさんからの意見や要望、議会
を傍聴した感想などを掲載します。
日頃から思っていること何でも結構です。字数
は600字（400字詰め原稿用紙1枚半）程度で
す。どしどしお寄せください。
　広報常任委員長 渡辺勝弘
　　（事務局 ℡585−3295）
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

松浦　和子 １１月の町長選挙へ向けての考えは 14

渡辺　勝弘 桜の森の今後の利活用は 15

阿部　泰藏 森林再生に向けた町の今後の取り組みは 16

佐藤　定男 行財政改革は今後どのように進めていくのか 17

浅野　富男

特殊技術の取得に対する町の考え方は

18ニュータウン歩道補修の今後の取り組みは

公開質問状が提出されたことへの町の考えは

町
政
を
問
う
一般
質問

９
月
定
例
会

～５人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ 会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う 一般 質問

問
　

平
成
24
年
11
月

27
日
復
興
へ
の
期

待
を
一
身
に
受
け
太
田
町

政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
4
年

を
迎
え
る
。
私
た
ち
が
元

の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
べ

く
わ
が
身
を
惜
し
む
こ
と

な
く
全
力
投
球
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
女
性
の
活
躍

の
場
が
増
え
、
子
ど
も
と

高
齢
者
へ
の
対
応
や
町
の

活
性
化
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
な
ど
、
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
長

選
挙
に
町
発
展
の
た
め
続

投
を
望
む
声
が
多
く
聞
か

れ
る
。
そ
こ
で
、
11
月
の

町
長
選
挙
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　

こ
れ
ま
で
「
復

興
・
絆
、
国
見
の

未
来
を
み
ん
な
で
つ
く

る
」
こ
と
を
念
頭
に
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
や
元
気
活
力
事
業
な

ど
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
こ
う
い
っ

た
中
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
、
町
に
も
復
興
・
再

生
の
光
が
見
え
つ
つ
あ
る

と
私
自
身
も
思
っ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
町
民
の
皆

様
方
も
同
じ
思
い
を
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
も
町

民
各
般
の
献
身
的
な
さ
ま

ざ
ま
な
ご
支
援
と
ご
協
力

の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
、
再
生
・
ま

ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
の

部
分
も
あ
る
。

町
と
し
て
の
将

来
へ
の
維
持
発

展
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を

積
極
的
に
解
決

し
、
前
に
前
に

進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い

る
。

　

こ
う
い
っ
た

中
、
6
月
議
会

以
降
、
数
多
く

の
町
民
の
方
々

か
ら
も
町
長
選

2
期
目
の
出
馬

の
強
い
強
い
要

請
が
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
8
月
27
日
に
開

催
さ
れ
た
私
の
後
援
会
の

役
員
会
か
ら
も
、
正
式
に

町
長
選
挙
出
馬
へ
の
強
い

要
請
が
あ
っ
た
。

　

私
自
身
、
浅
学
非
才
、

能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
り
、

そ
し
て
議
会
や
町
民
の
皆

様
の
要
請
に
真
摯
に
応
え

る
た
め
、
ま
さ
に
オ
ー
ル

国
見
で
支
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
前
提
と
し
、
3
か

月
弱
の
1
期
目
の
期
間
、

全
力
で
町
政
を
執
行
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
な
が

ら
、
11
月
に
実
施
予
定
の

国
見
町
長
選
挙
に
出
馬
す

る
こ
と
を
こ
こ
で
表
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

Q
11
月
の
町
長
選
挙
へ
向
け
て
の
考
え
は

A
出
馬
す
る
こ
と
を
こ
こ
で
表
明
す
る

松浦和子議員

未来を担う子どもたちも生き生きと活躍できるまちづくりを
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教
育

次
長
　

小
・
中
学
校
が

現
地
を
確
認
し
た

上
で
、
学
習
効
果
や
効
率

性
、
安
全
性
の
面
か
ら
整

備
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、

活
用
で
き
る
か
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　

第
2
の
桜
の
名

所
に
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
町
民
の

協
力
を
得
て
や
っ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
説
明
も
必

要
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

町
の
財
源

も
限
ら
れ
、

維
持
管
理
に
は
町
民
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
よ
り
効
果
的
な
活
動

体
制
、
協
力
体
制
の
構
築

も
含
め
、
今
後
検
討
を
加

え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　

桜
の
里
親
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

植
樹
・
整
備
を
進
め
、
新

た
な
観
光
名
所
と
し
て
計

画
で
き
な
い
か
。

塁
、
下
二
重
堀
地
区
な
ど

の
整
備
事
業
と
桜
の
森
を

観
光
的
な
視
点
で
関
連
付

け
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

利
用
も
望
ま
し
い
と
思
う

の
で
、
実
施
の
時
期
や
財

源
の
問
題
が
あ
る
が
、
今

後
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
時
間
を
い

た
だ
き
な
が
ら
利
活
用
を

十
分
協
議
し
、
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
。

問
　
「
桜
の
森
」
に

つ
い
て
、
桜
の
開

花
後
は
耕
作
放
棄
地
の
よ

う
な
あ
り
さ
ま
で
、
公
園

と
は
程
遠
い
現
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
「
桜
の
森
整
備

構
想
」
を
策
定
し

た
も
の
の
、
除
染
の
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
が
留
め
置
き

さ
れ
る
な
ど
の
た
め
、
森

林
委
員
会
と
十
分
協
議
の

上
、
当
面
事
業
を
中
断
し

て
い
る
。
現
在
は
桜
の
生

育
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
、
年
2
回
程
度
の
除
草

と
薬
剤
散
布
な
ど
必
要
最

低
限
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
の
状
態
で

良
い
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
財
源
も
含
め
、
森
林

委
員
会
と
十
分
協
議
を
し

な
が
ら
前
向
き
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　

町
民
か
ら
も

「
桜
の
森
」
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
意
見
が

聞
か
れ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
は
十

分
だ
と
い
う
考
え
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

現
在
は
整

備
を
中
断
し

て
お
り
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

は
し
て
い
な
い
。
今
後
の

森
林
委
員
会
な
ど
の
意
見

を
踏
ま
え
、
整
備
状
況
に

合
わ
せ
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　

小
学
生
の
野
外

学
習
の
場
や
中
学

生
の
部
活
動
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

全
体
的
な

構
想
の
再
構

築
も
含
め
、
森
林
委
員
会

な
ど
で
協
議
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
町
内
外
の
皆

様
に
参
画
し
て
も
ら
え
る

方
策
に
つ
い
て
も
、県
内
・

県
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

を
調
査
・
研
究
し
て
進
め

て
い
く
。

問
　
「
桜
の
森
」
を

町
内
外
の
人
た
ち

の
憩
い
の
場
と
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
利
活
用

を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　

町
民
の

意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
ま
ず

は
森
林
委
員
会
で

協
議
し
、
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。
整

備
に
あ
た
っ
て

は
、
道
の
駅
国
見

「
あ
つ
か
し
の
郷
」

や
阿
津
賀
志
山
防

Q
桜
の
森
の
今
後
の
利
活
用
は

A
ま
ず
は
森
林
委
員
会
で
協
議
し
な
が
ら

前
向
き
に
取
り
組
む

渡辺勝弘議員

桜の森をぜひ町民の憩いの場に
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町政を問う 一般 質問

問
　

町
の
人
工
林
は

半
分
以
上
が
標
準

伐
採
期
間
の
50
年
以
上
を

経
過
し
伐
採
の
時
期
に

至
っ
て
い
る
が
、
伐
採
後

の
植
林
は
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

森
林
を
伐

採
す
る
と
、

水
源
養
成
の
機
能
や
土
砂

流
失
の
可
能
性
も
高
ま

る
。
ま
た
、
森
林
の
保
全

や
景
観
の
観
点
か
ら
も
、

伐
採
後
は
基
本
的
に
植
林

を
し
て
山
を
保
護
す
る
計

画
を
し
て
い
る
。

問
　

計
画
推
進
に
は

所
有
者
や
地
域
住

民
の
意
向
を
踏
ま
え
る
方

針
だ
が
、
所
有
者
も
森
林

に
関
心
が
な
い
現
状
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の

推
進
は
困
難
だ
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

森
林
は
植

栽
か
ら
成
木

に
な
る
ま
で
50
年
か
ら
80

年
が
か
か
る
。
長
い
ス
パ

ン
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を

進
め
な
が
ら
森
林
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
計
画
の
一
部
と

し
て
森
林
整
備
計
画
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
行
政

が
す
べ
て
を
や
る
の
で
は

な
く
、
所
有
者
と
ど
う
い

う
事
業
を
入
れ
て
い
く
の

が
よ
い
か
相
談
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　

私
有
林
が
耕
作

放
棄
状
態
に
あ
る

中
で
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
森
林
の
民
有
化
を
進

め
て
い
く
考
え
な
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

森
林
施
業

の
共
同
化
・

合
理
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
事
業
者
の
森
林
経
営

計
画
を
確
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
で
、
人
材
の
育

成
と
確
保
を
し
て
い
き
た

い
。問

　

ア
カ
マ
ツ
は
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
町

民
に
も
強
い
思
い
入
れ
が

あ
る
。
松
く
い
虫
の
被
害

が
大
き
く
な
れ
ば
シ
ン
ボ

ル
の
変
更
も
あ
る
の
か
。

産
業
振
興

課　
　
長
　

標
高
４
０

０
㍍
以
上
の

と
こ
ろ
で
被
害
が
少
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
中
長
期
的
に
は
保
全

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

町
長
　

シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
み
を
持
た

れ
て
き
た
ア
カ
マ
ツ
は
、

保
全
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
さ
ら
に

意
を
配
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
　

今
後
の
町
の
森

林
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長
　

林
業
の
振
興
や

森
林
再
生
は
、
町

単
独
で
で
き
る
問
題
で
は

な
く
な
っ
て

き
た
。
国
や

県
と
広
域
的

な
観
点
か
ら

対
応
す
る
こ

と
が
非
常
に

重
要
で
あ

る
。
原
発
事

故
か
ら
の
森

林
再
生
の
た

め
に
行
わ
れ

て
い
る
福
島

県
森
林
再
生

事
業
で
、
継

続
的
な
出
資

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

ソ
フ
ト
面
も
重
要
で
、

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を

は
じ
め
、
小
中
学
校
の
森

林
学
習
や
森
林
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
森
林
を

意
識
し
た
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
森
林
計
画
を
ど
う

す
る
の
か
議
論
を
し
っ
か

り
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
真
剣
に
考

え
る
時
期
だ
と
考
え
て
い

る
。

Q
森
林
再
生
に
向
け
た
町
の
今
後
の

取
り
組
み
は

A
国
や
県
と
の
広
域
的
な
観
点
で
の
対
応
が

重
要
で
あ
る

阿部泰藏議員

松くい虫防除作業後にはしっかり検査も行います
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問
　

町
で
は
行
財
政

改
革
を
推
進
す
べ

く
平
成
18
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
10
年
間
に

つ
い
て
改
革
の
大
綱
を
定

め
実
施
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
途
中
東
日
本
大
震

災
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
改

革
の
総
括
は
し
て
い
る

か
。ま
た
、平
成
28
年
度
か

ら
の
行
財
政
改
革
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

平
成
18
年

度
に
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
毎

年
進
捗
管
理
を
行
っ
て
き

た
。
平
成
20
年
度
か
ら
は

行
政
評
価
制
度
を
導
入

し
、
事
務
事
業
の
評
価
あ

る
い
は
施
策
の
評
価
と
し

て
段
階
的
に
進
め
て
き

た
。
震
災
が
起
こ
り
一
時

中
断
し
て
い
る
状
況
も
あ

る
が
、
行
政
評
価
の
事
務

事
業
、
進
捗
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
毎
年
の
予
算
編

成
の
時
期
に
企
画
情
報
課

と
総
務
課
で
総
括
を
し
て

予
算
に
反
映
さ
せ
、
事
業

を
進
め
て
い
る
。

問
　

経
費
削
減
・
事

務
効
率
化
の
た
め

の
職
員
の
提
案
制
度
の
よ

う
な
も
の
は
あ
る
か
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

行
政
評
価

導
入
と
同
年

の
平
成
20
年
6
月
に
、
職

員
の
提
案
制
度
に
つ
い
て

要
綱
を
制
定
し
て
い
る
。

問
　

公
用
車
の
総
台

数
は
消
防
車
を
除

き
36
台
、
各
課
管
理
の
台

数
は
総
務
課
が
19
台
、
原

発
対
策
課
が
6
台
、
他
の

課
は
1
～
3
台
と
な
っ
て

い
る
。
総
務
課
が
特
に
多

い
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長
　

一
定
台
数
を
総

務
課
が
集
中
管
理

す
る
こ
と
で
稼
働
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

問
　

車
種
の
内
訳
を

み
る
と
36
台
の
う

ち
普
通
車
が
21
台
、
軽
自

動
車
が
15
台
と
な
っ
て
い

る
。
車
種
選
定
の
基
準
は

あ
る
の
か
。

総
務

課
長
　

機
材
を
積
む
車

両
や
一
定
の
人
数

を
運
ぶ
た
め
の
目
的
に
即

し
た
車
種
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。
普
通
車
に
す
る

か
軽
自
動
車
に
す
る
か
の

基
準
は
特
に
な
い
。

問
　

目
的
が
明
確
な

車
種
以
外
は
全
て

軽
自
動
車
に
し
て
も
い
い

と
思
う
。
今
の
軽
自
動
車

は
排
気
量
が
ア
ッ
プ
し
、

車
内
空
間
も
格
段
に
広
く

な
り
十
分
対
応
で
き
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　

購
入
価
格
や
維

持
費
、
燃
費
、
重

量
税
な
ど
を
経
費
節
減
の

面
か
ら
考
慮
し
、
軽
自
動

車
で
間
に
合
う
部
分
は
極

力
切
り
替
え
を
し
て
き

た
。
今
現
在
の
在
庫
台
数

が
だ
い
た
い
あ
る
べ
き
基

準
数
と
考
え
て
い
る
。

問
　

保
有
台
数
36
台

は
職
員
3
・
4
人

に
一
台
の
割
合
で
多
い
の

で
は
な
い
か
。
一
つ
の
課

が
同
時
に
2
台
使
う
こ
と

も
あ
ま
り
な
い
と
思
う
。

ま
た
課
の
間
で
貸
し
借
り

も
で
き
る
。
総
台
数
削
減

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
　

先
の
行
財
政
改

革
も
含
め
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
大
震

災
も
あ
り
、
行
財
政
改
革

の
狭
い
視
点
か
ら
、
も
っ

と
大
き
い
行
政
経
営
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
視
点
で

や
っ
て
き
た
の
が
実
態
で

あ
る
。
平
成
27
年
度
ま
で

は
大
綱
に
基
づ
い
て
扱
っ

て
き
た
が
、
平
成
28
年
度

以
降
は
、
行
政
経
営
的
な

視
点
で
の
議
論
を
重
要
視

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

近
い
将
来
、
第
5

次
の
改
革
大
綱
を

ぜ
ひ
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

公
用
車
の
問
題

に
つ
い
て
も
、
基

準
を
し
っ
か
り

作
っ
て
、
前
向
き

に
検
討
・
改
善
を

し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

Q
行
財
政
改
革
は
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か

A
行
政
経
営
的
な
視
点
を
重
要
視
す
る

佐藤定男議員

地下の公用車専用駐車場
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町政を問う 一般 質問

問
　

町
と
雇
用
関
係

に
あ
る
職
員
の
中

で
は
、
ど
ん
な
資
格
を

持
っ
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
何

人
い
る
か
。
ま
た
、
処
遇

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　

建
築
関
連
で
、

2
級
建
築
士
の
資

格
を
持
つ
任
期
付
職
員
が

1
名
在
籍
し
て
い
る
。
給

料
表
は
一
般
行
政
職
の
1

本
で
、
技
術
職
の
給
料
表

は
な
い
。
保
育
士
な
ど
は

経
過
の
中
で
の
格
付
け
で

対
応
し
て
い
る
。

問
　

特
殊
技
術
を
持

つ
こ
と
に
対
す
る

町
の
考
え
方
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

総
務
課
長
　

保
育
士
な
ど
専

門
的
な
資
格
を

持
っ
た
者
が
必
要
な
職
場

以
外
は
、
一
般
行
政
職
で

採
用
し
各
課
へ
配
属
を

行
っ
て
い
る
。
役
場
庁
舎

な
ど
の
管
理
は
資
格
者
の

い
る
専
門
業
者
に
委
託
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
専
門
技
術
を
取

得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

拒
む
こ
と
は
な
い
。

問
　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

内
の
歩
道
に
は
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響

と
み
ら
れ
る
凹
凸
が
目
立

つ
部
分
が
あ
る
。
こ

れ
は
復
興
事
業
と
は

違
う
の
か
。

建
設
課
長
　

大
震
災
の

被
害
は
平
成

23
年
度
に
単
独
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
工

事
を
施
工
し
て
い

る
。
復
旧
事
業
は
、

公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
る
よ
う
な
大

規
模
な
事
業
に
つ
い
て
計

画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
　

こ
の
凹
凸
に
つ

い
て
は
早
く
修
繕

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
は
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

建
設

課
長
　

平
成
23
年
に
大

き
な
凹
凸
は
修
繕

し
た
。
経
年
劣
化
も
あ
る

が
、
街
路
樹
の
根
張
り
で

持
ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う

な
状
況
も
あ
る
。
今
後
の

劣
化
状
況
を
見
な
が
ら
町

内
会
と
相
談
す
る
。

問
　

道
の
駅
建
設
に

関
す
る
疑
問
に
つ

い
て
、
町
民
か
ら
公
開
質

問
状
が
町
宛
て
に
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
の
考
え
方
は
。

町
長
　

先
の
6
月
議
会

で
設
計
者
の
変
更

や
設
計
変
更
に
つ
い
て
、

各
種
行
政
手
続
き
は
法
に

の
っ
と
り
公
正
・
適
正
に

進
め
て
い
る
と
答
弁
し

た
。
町
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
に
対
し
て
、
議
場
に

お
い
て
真
摯
に
答
弁
し
公

式
に
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
公
開
質
問
状
へ
の
回

答
に
つ
い
て
は
、
町
民
代

表
の
最
高
の
府
で
あ
る
議

会
で
説
明
責
任
を
十
分
に

果
た
し
て
お
り
、
町
民

個
々
に
回
答
す
べ
き
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

副
町
長
　

公
開
質
問

状
自
体
は
法

に
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
回
答
の
義
務

に
つ
い
て
も
法
の
裏
付
け

の
な
い
も
の
で
あ
る
。
真

摯
に
対
応
す
る
た
め
、
内

容
を
道
の
駅
国
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
十
分

に
検
討
し
た
結
果
、
6
月

議
会
に
お
い
て
答
弁
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
最

終
的
に
回
答
致
し
か
ね
る

と
の
結
論
に
達
し
た
。

Q
特
殊
技
術
の
取
得
に
対
す
る
町
の

考
え
方
は

A
専
門
知
識
が
必
要
な
職
場
以
外
は
一
般
行

政
職
で
採
用
す
る

浅野富男議員

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
歩

道
補
修
の
今
後
の

取
り
組
み
は

公
開
質
問
状
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
へ

の
町
の
考
え
は

こんな活動もしています
レポート

歩道の路面のタイルが剥がれて凹凸に
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こんな活動もしています
レポート

常任委員会Report

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て

中
学
校
で
行
わ
れ
た
工
事
は
以

下
の
3
つ
で
す
。

①
外
壁
等
改
修
工
事

　

県
北
中
学
校
の
校
舎
は
、
築

30
年
以
上
が
経
過
し
、
経
年
劣

化
と
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
外

壁
の
亀
裂
や
雨
漏
り
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
安
全
面
と
機
能
面
の

向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

度
か
ら
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

今
年
8
月
末
に
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。
危
険
防
止
の
観
点
か

ら
改
修
工
事
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
新
し
い
校
舎
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池

設
置
工
事

　

中
学
校
の
屋
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
正
面
玄

関
脇
に
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
20
キ

ロ
ワ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
停
電
時
に
は
蓄
電
池
よ
り

電
力
供
給
が
で
き
、
避
難
住
民

の
受
け
入
れ
時
の
電
力
確
保
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
発
電
し
た
電
気
は
、
日

中
は
校
舎
で
有
効
活
用
さ
れ
、

電
気
料
も
前
年
度
よ
り
減
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
経
費
削
減
に

も
役
立
っ
て
い
ま
し
た
。

③
校
内
放
送
設
備
改
修
工
事

　

改
修
前
の
校
内
放
送
設
備
は

約
30
年
間
使
用
さ
れ
て
お
り
、

音
声
ミ
キ
サ
ー
部
な
ど
に
故
障

も
見
ら
れ
、
新
学
期
に
向
け
生

徒
が
安
心
安
全
な
学
校
生
活
を

送
る
た
め
春
休
み
中
に
改
修
さ

れ
た
も
の
で
す
。
新
設
備
に
は

最
新
式
の
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
機
器
の
操
作
も
か
な
り
改

善
さ
れ
て
お
り
、
校
内
放
送
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

�

（
報
告
者
　
松
浦
常
雄
）

　

8
月
10
日
、
学
校
教
育
課
の

所
管
事
務
調
査
で
県
北
中
学
校

県
北
中
学
校
で
行
わ
れ
た

３
工
事
を
確
認

総
務
文
教

①薄いピンク色の校舎に生まれ変わりました

②非常時の電力供給に利用できる蓄電池

③新しい設備で校内放送も充実
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7
月
15
日
、
桑
折
町
、
川
俣

町
、
国
見
町
の
伊
達
郡
内
3
町

の
議
会
議
員
に
よ
る
第
11
回
伊

達
郡
町
議
会
議
員
大
会
が
桑
折

町
の
室
内
温
水
プ
ー
ル
・
多
目

的
ス
タ
ジ
オ
「
イ
コ
ー
ゼ
！
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
国
、
県
等
関
係

機
関
へ
提
出
す
る
要
望
事
項
8

案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
国
見
町
が
提
出
し
た
要
望

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
桑
折
町
・
国
見
町
・
川
俣
町

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

◎
桑
折
町
・
国
見
町

・
藤
田
病
院
の
医
師
確
保

◎
国
見
町

・
国
道
4
号
の
整
備
促
進
と
信

号
機
・
地
下
横
断
歩
道
の
設

置
並
び
に
県
道
の
歩
道
設
置

・
普
蔵
川
、
滝
川
、
牛
沢
川
の

改
修
促
進

　

そ
の
後
、
２
つ
の
決
議
案
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
改
革
の
経
緯
と
現

状
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、国
見
・

桑
折
・
川
俣
町
議
会
の
現
状
は

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
よ

り
、
情
報
公
開
・
広
報
が
充
実

し
て
お
り
評
価
で
き
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
質
疑
を
通

じ
て
行
政
監
視
機
能
を
果
た
し

て
い
る
と
の
評
価
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
の
議

会
へ
の
関
心
も
参
加
意
欲
も
極

め
て
低
く
、
議
員
と
議
会
は
身

近
な
代
表
者
・
機
関
と
し
て
見

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
議
会
報

告
懇
談
会
の
あ
り
方
や
方
法
を

改
善
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
行
わ
れ
た
三

町
の
町
議
選
に
つ
い
て
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
国
見
町
は
前

回
無
投
票
で
し
た
が
、
今
回
選

挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。
三
町
と

も
、
議
員
の
平
均
年
齢
が
高
い

の
は
や
む
を
得
な
い
と
の
お
話

も
あ
り
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
村
上
　
一
）

議
会
の
結
束
を
強
め
地
域
復
興
を
促
進

志村副議長によるガンバロー三唱

　

7
月
14
日
、
消
防
組
合
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
議
長
選
挙
の
ほ
か
、
救
助

工
作
車
な
ど
動
産
の
取
得
3
件

に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
議
案
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
長
選
挙
で
は
、
小
野
誠
滋

議
員
（
伊
達
市
）
が
議
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
村
上
正
勝
）

（
自
然
の
水
を
浄
化
し
、
水

道
水
と
し
て
国
見
町
、
福
島

市
、
桑
折
町
な
ど
3
市
3
町

に
提
供
す
る
事
務
組
合
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

小
野
誠
滋
議
員（
伊
達
市
）

が
議
長
に
選
任

暴
風
の
影
響
で
水
道
橋

耐
震
補
強
工
事
を
繰
越

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た
め

に
設
置
す
る
団
体

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会

「
地
方
議
会
の

改
革
に
つ
い
て
」

講�

師
　
福
島
大
学�

功
刀
俊
洋 

教
授

　

8
月
30
日
、
企
業
団
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
28
年
度
補

正
予
算
の
承
認
や
27
年
度
決
算

認
定
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

27
年
度
ま
で
の
2
か
年
継
続
工

事
で
あ
っ
た
伏
黒
水
道
橋
耐
震

補
強
工
事
に
つ
い
て
、
暴
風
の

影
響
で
工
期
が
延
長
さ
れ
、
予

算
が
事
故
繰
越
し
と
な
る
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

49
億
７
８
２
６
万
円

　

支
出　

46
億
９
２
９
６
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

１
１
３
２
万
円

　

支
出　

19
億
６
９
５
６
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
の
留
保
資
金
な
ど
で
補
い

ま
し
た
）

�

（
報
告
者
　
東
海
林
一
樹
）
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今回もたくさんの方に傍聴していただきました

志村副議長によるガンバロー三唱

「質問事項の資料が配られわかりやすい」
９月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたくさんの
意見をいただきました。

◦質問事項と要旨の資料が配られ、わかりやすくて良
かった。� （60代・男性ほか3名）

◦通告書の全文を読み上げただけで質問になった議員
がいたので追加がほしかった。通告書の記載は要
旨だけでよかったのでは。� （70代・男性）

◦関連質問が連なる場合には質問事項を全て述べるほ
うがわかりやすい。� （60代・男性）

◦こんな質問をして何の役に立つのかと思われるもの
もある。� （70代・男性）

◦もう少しストレートな質問でも良いのではないか。
� （女性）
◦レベルの低い質問がある。� （60代・男性）

◦質問するときに手を後ろに組んでいる議員がいた。
� （80代・男性）
◦皆さんまじめで礼儀正しくて気持ちが良いが、議会
が議会の機能を全うしていない。� （70代・男性）

◦町長の回答が明確で良いと思う。� （60代・男性）
◦答弁がはきはきしていて聴き取りやすい。
� （70代・女性ほか１名）
◦答弁が流ちょうすぎて意図がよくわからない。
� （女性）
◦質問は予告してあるのだから事前に調べられるは
ず。事前に議員に尋ねて答えられるようにしてお
くべき。� （70代・男性）
◦もう少し突っ込んだやりとり、もっと前向き
な答弁を期待する。� （60代・男性）

傍聴者からの

声

9月6日　
～9月14日 9月議会定例会

9月6日 総務文教・産業建設・広報常任委員会
9月７日 議員懇談会
9月1０日 国見の里敬老会
9月11日 町総合防災訓練
9月1３日 正副議長委員長会議、全員協議会
9月14日 議会運営委員会、全員協議会
9月1５日 町交通対策協議会
9月1６日 義経まつり安全祈願
9月1７日 町敬老会、市町村対抗福島県軟式野球大会（本宮市）
9月1８日 国見町に咲く中尊寺蓮絵画コンクール表彰式
9月２２日 義経まつり
9月２７日 広報常任委員会
9月３０日 桑折町国見町小学校陸上競技大会（桑折町）
1０月１日 くにみ幼稚園運動会

1０月２日
小坂大運動会、三県交流国見町少年柔道大会
オリンピックデーフェスタinくにみ

1０月３日 広報常任委員会
1０月４日 公立藤田総合病院組合議会全員協議会・議会定例会

1０月５日
総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
町表彰審査会

1０月８日 市町村対抗福島県ソフトボール大会国見町チーム結団式
1０月11日 広報常任委員会
1０月1５日 国見小学校学習発表会
1０月1６日 県北中学校柏葉祭

1０月1７日
県への要望活動（福島市）
産業建設常任委員会視察研修（三重県～1８日）

1０月1８日 総務文教常任委員会視察研修（山形県～1９日）
1０月２1日 議員懇談会

1０月２4日
伊達地方消防組合議会全員協議会・議会定例会
伊達地方衛生処理組合議会全員協議会・議会定例会

1０月２５日
全国町村議会広報研修会（東京都）
町幼小中一貫教育事業「くにみっ子まつり」

1０月２６日 議会報告懇談会（～２８日）
1０月２８日 産業建設常任委員会
1０月３０日 町文化祭開会式
1０月３1日 町村議会議員研修会（郡山市）

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせ下さい。

TEL 585-3295（直通）

次の定例会は12月6日
開催予定です

●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで
　気軽に傍聴できます。

●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者
　には議案資料を提供します。

議会の動き
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編

集

後

記

　
9
月
定
例
議
会
は
、
9
月
6
日

か
ら
14
日
ま
で
の
9
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
平
成
２７
年
度
の
決

算
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
実
質
収
支
は
、
5

億
5
2
3
1
万
円
の
黒
字
決
算
、

健
全
化
判
断
比
率
は
良
好
で
、
資

金
不
足
比
率
も
黒
字
決
算
の
た
め

良
好
で
し
た
。

　
今
後
も
、
道
の
駅
建
設
を
始
め

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
施
策
が
あ
り
ま

す
が
、
町
、
議
会
と
も
情
報
を
共

有
し
て
、
町
民
主
体
の
議
会
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

�

（
渡
辺
　
勝
弘
）

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長�

東
海
林
一
樹

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長�

渡
辺
　
勝
弘

　
副
委
員
長�

佐
藤
　
定
男

　
委
　
　
員�

浅
野
　
富
男

　
　
同�

阿
部
　
泰
藏

　
　
同�

松
浦
　
常
雄

　
　
同�

村
上
　
　
一

　

先
日
、
議
員
に
望
む
こ
と
を
寄

稿
せ
よ
と
の
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
特
に
ど

う
の
こ
う
の
言
う
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
議
員
さ
ん
っ
て
何
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
弊

社
の
若
い
従
業
員
に
質
問
し
て
み

た
と
こ
ろ
、「
何
を
し
て
い
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
！
」
と
の
返
答

で
し
た
。
唯
一
あ
っ
た
答
え
が
、

「
昔
、
街
灯
を
増
や
す
の
に
何
や

ら
集
ま
っ
て
話
を
し
て
い
た
の

が
、
そ
う
か
な
ぁ
？
」
と
。

　

最
近
、
ど
こ
ぞ
の
地
方
議
員
が

政
務
調
査
費
を
不
正
受
給
し
て
い

て
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
賑
わ
せ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
町
長
や
役
場

が
出
す
お
金
の
使
い
道
に
、
議
会

で
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
を
出
し
た
り
、

条
例
を
作
っ
た
り
、
役
場
が
ち
ゃ

ん
と
事
業
を
進
め
て
い
る
の
か

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
も
す
る
の
が
、

お
も
な
仕
事
の
よ
う
で
す
。

　

太
田
町
政
に
な
っ
て
か
ら
、
国

見
町
が
使
う
お
金
が
膨
大
（
普
通

の
町
の
３
倍
～
10
倍
？
）に
な
り
、

そ
の
使
い
道
の
良
し
悪
し
を
判
断

す
る
だ
け
で
も
、
大
変
な
労
力
だ

ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
て
も
密

接
な
課
題
を
議
論
し
て
い
る
町
議

会
や
議
員
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど

関
心
を
持
た
な
い
私
た
ち
有
権
者

こ
そ
罪
で
あ
り
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
た
い
も
の
で
す
。

樋口　卓弥さん
（幼小中学校PTA連絡協議会会長）

私
も
ひ
と
言

議
員
さ
ん
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？

　

9
月
定
例
会
会
期
中
の
9
月
8
日
、
平
成
27

年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
調
査
の
一

環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
中
に
行
わ
れ
た
お
も

な
事
業
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
議
員
全
員

で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
松
く
い
虫
防
除
（
石
母
田
）

②
内
谷
西
防
火
水
槽
設
置
工
事

③
交
流
の
場
整
備

④
藤
田
方
部
4
号
仮
置
場
整
備

⑤
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
改
修
工
事
・
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
工
事

27年度の事業の成果を調査

内谷西の防火水槽を実際に見て確認


